
2014/9/29

1

⼤学図書館における
ビブリオバトルの導⼊と展開
―“伝える⼒”を鍛えるビブリオバトル体験―
私⽴⼤学図書館協会⻄地区部会 2014年度図書館実務担当者研修会

平成26年9⽉11⽇（⽊）・12⽇（⾦）
名古屋学院⼤学名古屋キャンパス⽩⿃学舎

皇學館⼤学⽂学部国⽂学科助教
ビブリオバトル普及委員会理事 兼 東海地区代表

岡野裕⾏

⾃⼰紹介

1977年
2000年

2003年

2006年

茨城県⽣まれ
図書館情報⼤学図書館情報学部
図書館情報学科卒業
図書館情報⼤学⼤学院情報メディア研究科
情報メディア専攻博⼠前期課程修了
筑波⼤学⼤学院図書館情報メディア研究科
図書館情報メディア専攻博⼠後期課程修了

⾃⼰紹介

2006〜2007年

2008〜2010年

2011年〜現在

2013年〜現在

スロヴェニア共和国リュブリャナ⼤学
⽂学部アジア・アフリカ研究科
⽇本研究講座専任講師
法政⼤学，相模⼥⼦⼤学，鶴⾒⼤学
などで⾮常勤講師
皇學館⼤学⽂学部国⽂学科に
助教として赴任
主に図書館司書課程を担当
ビブリオバトル普及委員会理事

兼 東海地区代表

専⾨分野

図書館情報学と⽇本近現代⽂学
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研究テーマ

「図書館と⽂学」
⽂学館
⽂学資料
⽂学散歩

2003年 2005年 2013年

伊勢ぶらり（2012年）

ビブリオバトルとは
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ビブリオバトル公式ウェブサイト
http://www.bibliobattle.jp/

基本コンセプト

⼈を通して本を知る
本を通して⼈を知る

ビブリオバトルの
公式ルール
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①発表参加者が読んで
⾯⽩いと思った本を
持って集まる

②⼀⼈につき５分間で
順番に本を紹介する
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③それぞれの発表の後に
その発表に関するディ
スカッションを参加者
全員で２３分⾏う

④全ての発表終了後に
参加者全員で「どの
本が⼀番読みたくな
ったか？」を基準と
した投票を⾏い
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最多票を集めたものを
「チャンプ本」とする

実際にやってみるのが⼀番わかりやすい
後ほどに皆で体験を

ビブリオバトルの歴史

⽴命館⼤学情報理⼯学部知能情報学科准教授
⾕⼝忠⼤ ⽒
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2007年4⽉
⾕⼝⽒が京都⼤学情報学研究科
共⽣システム論研究室（⽚井研）に
⽇本学術振興会の特別研究員として
やってくる

2007年
⾕⼝⽒らが始めた黎明期

2008年
⾕⼝⽒の⼿を離れて⽚井研のなかで
仕組みとしての可能性が模索される

2009年
さまざまな担い⼿のもとへ

広がり始めた成⻑期

2010年
ビブリオバトル普及委員会が正式に発⾜

ビブリオバトルの歴史の詳細
http://www.bibliobattle.jp/biburiobatoruno-rekishi
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ビブリオバトルとは
本を⽤いて「⼈と⼈」「⼈と知識」を
繋げる知的ゲーム

もともとは⼤学の研究室で誕⽣し、
⼤学以外のコミュニティにも普及

↓
簡単な設計のため導⼊が容易

⾕⼝忠⼤
『ビブリオバトル：本を知り⼈を知る書評ゲーム』

これまでの開催実績
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奈良県⽴図書情報館

岡⼭県⽴図書館
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⽯川県⽴図書館 くまもと森都⼼
プラザ図書館
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堺市⽴中央図書館 塩尻市⽴図書館
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宇都宮市⽴南図書館

広島⼤学中央図書館
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室蘭⼯業⼤学 東北芸術⼯科⼤学
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⿅児島国際⼤学
紀伊國屋書店 紀伊國屋ブックフェス
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都⽴⾼校⽣⾔葉の祭典

妖怪ビブリオバトル

温泉ビブリオバトル
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古⺠家ビブリオバトル

着物でビブリオバトル

英語でビブリオバトル

ビブリオバトルの舞台

⼤学で ⾼校で 中学校で ⼩学校で
研修会で 学会で 図書館で 博物館で

書店で 企業で カフェで お寺で 神社で
船上で 電⾞で 古⺠家で 温泉で

妖怪で 商店街で 着物で 英語で ⾃宅で
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図書館業界・⼤学業界での
取り組みも活発化している

各地の「◯◯でビブリオバトル」は
⾔ったもの勝ち

いろんな開催形式が増えている

ビブリオバトルの普及状況

⽉別開催数
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普及委員数
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多数の掲載事例

ビブリオバトル⾸都決戦

「ビブリオバトル⾸都決戦」は⽇本全国で
ビブリオバトルを楽しむ⼤学⽣・⼤学院⽣
による年に⼀度のお祭り

ビブリオバトル⾸都決戦2010
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ビブリオバトル⾸都決戦2011 ビブリオバトル⾸都決戦2012
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ビブリオバトル⾸都決戦2013 全国⼤学ビブリオバトル2014
〜京都決戦〜
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ビブリオバトル・シンポジウム
2014

ビブリオバトル・シンポジウム2014



2014/9/29

24

図書館活動とビブリオバトル

2010年
ビブリオバトル普及委員会が発⾜するのと
同じ頃に司書課程の教員のなかでも話題に
なり始め、講義のなかでの開催事例が⾒ら
れるようになる

図書館での実施例も増加

奈良県⽴図書情報館（2011年3⽉〜）
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堺市⽴図書館（2012年1⽉〜）

堺市⽴図書館（2012年1⽉〜）

図書館情報学若⼿の会ALIS（2011年12⽉〜）

京都図書館情報学学習会／ku-rabrarians（2012年2⽉）
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国⽴国会図書館関⻄館企画展
「関⻄の図書館100年 関⻄館の10年」

（2012年10⽉）

皇學館⼤学とビブリオバトル

2011年度
①「皇學館⼤学国⽂学会 ⽂学館研究部会」で

ビブリオバトルを学内で初めて実施
②1年⽣向けの講義科⽬のなかでビブリオ

バトルを実施（このときに教務担当の職員に聴衆と
して授業に参加してもらっていた→これが結果的に学内的
な普及活動のしやすさに繋がった）

2012年度
①新年度のゼミの顔合わせ
②保護者会「萼の会」にてデモンストレー

ションを実施（⾸都決戦の出場予算獲得のため）
③オープンキャンパスで学科紹介として実施

（各教員のゼミ⽣に学びの内容を語ってもらう）
④サークル「ビブロフィリア」の発⾜
⑤「ビブリオバトル⾸都決戦2012」の

三重ブロック地区予選＆地区決戦の開催
⑥学園祭「倉陵祭」にて教員ビブリオバトル
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2013年度
①新年度のゼミの顔合わせ
②「ビブリオバトル東海決戦2013」の三重ブロック

地区予選＆地区決戦
③オープンキャンパスにて学科紹介として実施
④「三重県司書・司書教諭研修」で講演、「ビブロフィ

リア」の学⽣たちが研修会のサポート
⑤「ビブリオバトル⾸都決戦2012」の三重ブロック地区

予選＆地区決戦の開催
⑥学園祭「倉陵祭」にて教職員ビブリオバトル
⑦地域連携事業「商店街ビブリオバトル」の実施
⑧三重県教育委員会「⾼校⽣ビブリオバトル」の運営

（南勢志摩地域を対象）

2014年度
①新年度のゼミの顔合わせ
②三重県教育委員会「⾼校⽣ビブリオバトル」の運営

（三重県全域を対象）
③「全国⼤学ビブリオバトル2014〜京都決戦〜」の

三重ブロック地区予選＆地区決戦主催団体
④学園祭「倉陵祭」で教職員ビブリオバトルを実施予定
⑤地域連携事業「ホンツヅキ」（三重県津市）での

ビブリオバトルの実施（6⽉）
⑥地位連携事業「ビブリオバトル＠MieMu」（三重県

津市）でのビブリオバトルを実施予定（10⽉）

サークル化することのメリット
①定期的な開催が保証されることにより、

コミュニティ機能が強化できる
②対外的にも活動状況が⾒えやすく

（イベント開催依頼の増加につながる）
③イベント進⾏業務を通した活動の広がりが

⽣まれるため、地域連携にも繋がりやすい
④学内的な活動評価を得やすい
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「ビブリオバトル東海決戦2013」
（名古屋界隈の書店さんと協⼒して実施）

ビブリオバトル東海決戦2013
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ビブリオバトル普及委員会編
『ビブリオバトル⼊⾨』

粕⾕亮美
『ビブリオバトルを楽しもう』
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図書館とビブリオバトル

2012年に
「Library of the Year 2012」の⼤賞を受賞

NPO法⼈知的資源イニシアティブ（IRI）が
図書館など全国の知的情報資源に関わる
機関を対象として授与する賞のこと

2006年から始まっている

「Library of the Year」とは

選考基準
①今後の公共図書館のあり⽅を⽰唆する

先進的な活動を⾏なっている
②公⽴図書館に限らず、公開された

図書館的活動をしている機関、団体、
活動を対象とする

③最近の１〜３年間程度の活動を
評価対象期間とする
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2006年 ⿃取県⽴図書館
2007年 愛荘町⽴愛知川図書館
2008年 千代⽥区⽴千代⽥図書館
2009年 ⼤阪市⽴図書館
2010年 カーリル
2011年 ⼩布施町⽴図書館
2012年 ビブリオバトル
2013年 伊那市⽴図書館

「Library of the Yaer」歴代⼤賞機関

Library of the Year 2012 ⼤賞受賞に際して
2012年11⽉26⽇

ビブリオバトル普及委員会代表・⽴命館⼤学情報理⼯学部 ⾕⼝忠⼤

この度はLibrary of the Year 2012 ⼤賞の栄誉に与りましたこと，本当にありがとうございました．この場を借りて関係各位に厚く御礼申し上げます．誕⽣に遡れば，ビブ
リオバトルは図書館とは直接の関係は無い場所で⽣まれた「本の紹介ゲーム」でした．いつぞやから「⼈を通して本を知る，本を通して⼈を知る」というキャッチコピーと共
に全国各地にその活動が広がって⾏くようになりました．初めは⼤学や書店などでの開催が多かったのですが，公共図書館でも2011年頃から開催事例が増えてきておりまし
た．そんな中，ビブリオバトルが図書館に関するこのような⼤きな賞をいただけたことは，僕達，ビブリオバトルの普及に携わってきた者にとっては驚きであると同時に，こ
の上の無い喜びでもあります．本当にありがとうございます．ビブリオバトルが⽣まれたのは2007年ですが，普及が進みだしたのは2010年頃からです．ビブリオバトルの普
及黎明期から僕⾃⾝がビブリオバトル普及委員会のコアなメンバーと話していたことの⼀つに「図書館のカタチ」もしくは「図書館2.0」についての議論がありました．それ
は，「ビブリオバトルってある意味でソーシャルな図書館の機能をもっているよね？」という認識についての議論でした． ビブリオバトルは「図書館」というハコは持って
いませんが，カフェであれ，会議室であれ，その場を「⼈を介して本と出会う空間」にする機能をもっています．図書館には様々な役割がありますが，その⼀つとして「本と
の出会い」に焦点を当てるならば，ビブリオバトルは少なくとも図書館の機能の⼀部を持つと⾒なせるのではないでしょうか？ ビブリオバトルは⼈との繋がりの中で，その
開催場所という物質的空間に拘束されることなく，本との出会いを⽣むことができます．僕⾃⾝はビブリオバトルのことを「ソーシャルな位相空間に存在する図書館のような
存在」として解釈していました．僕達は知識社会において，情報をとりまく環境状態，時代の要請に応じて，知識の流通の仕⽅について適応的に振舞って⾏かねばなりませ
ん．百年前に⽐べ図書の出版点数は爆発的に増え，誰⼀⼈，出版された全ての書籍を⽣きている間に読破出来る⼈間は存在しなくなりました．爆発的な情報化社会の濁流の中
で，情報との「出会い⽅」についても新たな⽅策を得るべき時代にあるのではないかと思います．本受賞も，その⽅策の⼀案としてのビブリオバトルが評価された結果ではな
いかと考えております．ビブリオバトルは，本との出会いを，⼀⼈ひとりの読者の解釈，想い，⼈間関係の中に⾒出し，それらを語りの中で紡ぎ上げ，ゲームというかたち繋
ぎ合わせる事を⽬指してきました．それが「⼈を通して本を知る」というフレーズに包まれたニュアンスです．また，本は読む⼈によって読み取られる意味が異なります．そ
して，それ故に，その本について⼈が語るとき，その⾔葉はその⼈⾃⾝を語る⾔葉にもなります．だからこそ，この解釈の多様性の故に，ビブリオバトルは「本を通して⼈を
知る」場を⽣み出すのです．本について語る⾔葉は，知らず知らずの内に⾃らについて語る⾔葉になるのです．現在，爆発的な情報化社会の濁流の中で，情報との「出会い
⽅」，⼈と⼈が交わる「サードプレイス」に関して図書館のあり⽅が問われる時代だといわれます．そんな中で，「ビブリオバトル」という存在が図書館の栄誉ある賞をいた
だけたことは，とても意義深く，ありがたく，また象徴的なことだと感じております．ビブリオバトルがこれからも，公共図書館のよりよい発展に貢献できる存在でありつづ
けられる事を願うとともに，そうあるようにその開催⽅法や運営⽅法などについても，普及活動の中で，より発展・洗練させていければと思っております．また，受賞主体の
あり⽅についても，ビブリオバトルの受賞はLibrary of the Yearの歴史の中でも⾮常にエポックメイキングなことなのでは無いかと推察します．ビブリオバトルは明確な建物
を持っている図書館でも，特定の事業体が開発し提供しているWEBサービスでもありません．誰もが簡単に開催できるビブリオバトルは全国の様々な個⼈及び図書館，書
店，⼀般企業，⾃治体といった団体によって⾃律分散的に，主体的に企画されて実⾏されています．ビブリオバトルはサービスでも組織でもなく「概念」なのです．Library
of the Yearではこれら多くのビブリオバトル愛好家を代表してビブリオバトル普及委員会が賞を受け取らせていただきました．ビブリオバトル普及委員会という任意団体は
常勤職員が⼀名も居ないボランティア団体で，基本的には各地でビブリオバトルを主体的に開催している個⼈・団体が緩やかに繋がるためのネットワークといったような存在
でしかありません．故に，この賞の真の受章者は全国各地で⾃律分散的にビブリオバトルを開催している開催者，また，このゲームを楽しんでいる参加者全員では無いかと考
えています．そういう意味では，僕が，この⽂章を書かせていただいている事⾃体が僭越というか，恐縮しきりな⾯があるのですが，その⽇本中のビブリオバトル愛好家を代
表して，受賞の喜びと御礼を申し上げる次第です．この度はLibrary of the Year 2012⼤賞という栄誉，誠にありがとうございました．この⼤賞を頂いた後に，ビブリオバト
ルは何処へ向かうのでしょうか？僕達がビブリオバトル普及活動の中で，いつも⾔っていることなのですが，ビブリオバトルの⽬標は，サッカーやドッジボールと同じような
「普通名詞」になることです．⽇常⽣活の中に⾃然と存在するビブリオバトルになれるまで，今後とも，このまだまだ新しい「概念」の普及と定着にご⽀援，ご協⼒いただけ
れば幸いです．

カフェであれ、会議室であれ、その場を
「人を介して本と出会う空間」にする機能を
もっています。図書館には様々な役割が
ありますが、その一つとして
「本との出会い」に焦点を当てるならば、
ビブリオバトルは少なくとも
図書館の機能の一部を持つと
見なせるのではないでしょうか？

現在、爆発的な情報化社会の濁流の中で、
情報との「出会い方」、
人と人が交わる「サードプレイス」に関して
図書館のあり方が問われる
時代だといわれます。
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情報との出会い⽅

⼈と⼈が交わる

図書館サービスをデザインから変える
↓

2010年の「カーリル」
→ウェブのデザイン

2011年の「まちとしょテラソ」
→使い⽅のデザイン

2012年の「ビブリオバトル」
→場のデザイン

⼤学図書館
ラーニングコモンズ

本を中⼼とした「読書」や「調査」だけが
図書館の使い⽅ではない

↓
「話す」ことから知的好奇⼼を喚起する
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ビブリオバトルの理念
↓

同時代の図書館業界の動きと連動している

ビブリオバトルとは
本を話題の中⼼に据えた
シンプルな語り合いの場

ビブリオバトルの設計思想
①参加者で本の内容を共有できる

（書籍情報共有機能）
②スピーチの訓練になる（スピーチ能⼒向上機能）
③いい本が⾒つかる（良書探索機能）
④お互いの理解が深まる（コミュニティ開発機能）

（⾕⼝忠⼤『ビブリオバトル』）

図書館で実施する意義
①オープン性（開放的）

多くの図書館利⽤者の⽬にふれ、イベントの
可視性が⾼まる

②パブリック性（公的）
公的なイベントと位置づけられ、PR度が⾼まる

③ソーシャル性（社会的）
参加者間の相互交流が促進され、イベント⾃体の
社会性が⾼まる

（⽶澤誠「ビブリオバトルに図書館が
関わるということ」2012年7⽉）
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何が楽しい？
①⾃分の好きな本を「好き」と⾔える
②⾃分の話を５分間みんな黙って聞いてくれる
③「好き」なことしかしゃべらなくていい
④友達の「好き」を知ることができる

（友達がすすめる本は気になりやすい）
⑤「好き」の話はしゃべるのも聞くのも楽しいので

安⼼して参加できる
（質疑で批判はしないという緩やかなルール）

⼤学という場における
ビブリオバトル実施の可能性

⼤学図書館が考えること
①いつ
②どこで
③誰が
④誰と
⑤どんなテーマで
⑥どのように
↓
開催⽬的を明確に

誰が、どこで？
①教員主体（講義，ゼミ，研究会）
②職員主体（⼤学図書館，学修⽀援センター）
③学⽣主体（サークル，勉強会）
④地域連携（商店街，古⺠家，地域サークル，

地域の特⾊を出す◯◯ビブリオバトル）
⑤⼤学間交流（⼤学⽣⼤会）
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企画者は？
①図書館員
②学⽣
③教員
④学内の他部署職員

（図書館との学内連携）

誰に参加してもらいたい？
①学⽣
②教員
③図書館員
④学内の他部署職員
⑤学外の者（⾼校⽣、社会⼈）

岐⾩市⽴⼥⼦短期⼤学では市⻑が参加し、
マスコミの取材も⼊る

商店街ビブリオバトルに
伊勢市⻑が来てくれた
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どういう機会に⾏うか
①図書館イベント

②オープンキャンパス
③全国⼤会の予選会（⾸都決戦）

④授業
⑤サークル活動

⑥学園祭

どこでやる？
①⼤学図書館内

（ラーニングコモンズ，グループ閲覧室など）
②⼤学図書館以外の学内施設

（教室，学⾷，研究室，⻘空の下など）
③学外施設

（公共図書館，博物館，商店街，カフェ，
神社，お寺など）

図書館員の⽴場からできること
【⼈につながる】
①学⽣同⼠のコミュニティづくりのサポート

（教員は授業を履修している学⽣しか接する機会がない）
②学内・学外関係者とのネットワークづくり

（職員だからこそ提供できる社会への接点）
【空間につながる】
③学⽣が利⽤できる学内施設の案内と提供

（学⽣が⾒過ごしていた居場所を教える）
④学⽣が利⽤できる学外施設の探索と仲介

図書館員の⽴場からできること
【時間につながる】
⑤学⽣はいつか巣⽴って別のコミュニティに移るため、

直接につながらなくても別のタイミングで別の場所で
撒いた種が開く
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ビブリオバトルふしみ

開催にあたっての注意点
①タイマーを参加者全員（バトラーと聴衆）が

⾒えるように設置する
②やっているところが⾒えるようになるべく

⼈⽬につきやすい場所で開催する
③開催前に必ず告知をする
④テーマを設定している場合はそれを強調する
⑤終わった後は学内の広報誌などに取り上げて

もらうとともに、図書館からもブログなどで
情報を発信して蓄積していく

よりスムーズな運営のために
①繰り返し続けてイベント化として定番化する

②学⽣の⾃主運営になるように仕向ける
（部活動化）


